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平成 27 年度 裾野市市民意識調査 速報 

平成 27 年 11 月 13 日 

 

裾野市の将来都市像である「みんなの元気と調和でつくる暮らし満足都市」の実現に向けた各種施策

を進めるとともに、「第 4次裾野市総合計画後期基本計画」及び「裾野市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」策定の基礎資料とするため、平成 27年度裾野市市民意識調査を実施しました。速報がまとまりまし

たので報告します。 

 

 調査の概要 

対象者 市内にお住まいの 20 歳以上の方 3,000 名（無作為抽出） 

実施方法 郵送配付・回収 

有効回答数 1,245 票（41.5%） 

調査期間 平成 27 年 7 月 18 日～7月 31 日 

 

 調査結果 

市政について 

問 裾野市の政策全体についてどの程度満足していますか。 

○ 裾野市の施策全体の満足度は、「ふつう」34.5％が最も多く、次いで「まあまあ満足している」

24.2％、「やや不満である」22.3％と続く。 

 

○ 経年比較でみると、「まあまあ満足している」が概ね 20％台、「やや不満である」が 10～20％台で

推移しており、大きな変化はみられない。 

○ 「不満である」は 10％以下と依然少ないが、平成 23 年度から少しずつ増えている。 
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満足している
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無回答

ｎ=1245
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○ ライフステージ別でみると全体結果と同様に概ね「ふつう」が最も多いが、家族成長前期（第一子

が小・中学生）は「まあまあ満足している」が最も多く、家族成熟期（第一子が学校教育終了）は

「やや不満である」が最も多い。 

○ 満足派（満足している＋まあまあ満足している）と不満派（不満である＋やや不満である）でみる

と、独身期、家族形成期、家族成長前期、高齢期では満足派が不満派をやや上回り、家族成長後

期、家族成熟期、その他では不満派が満足派をやや上回る。 
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平成27年度

(n=1245)

平成26年度

(n=546)

平成25年度

(n=583)  

平成24年度

(n=612)

平成23年度

(n=514)

平成22年度

(n=384)

満足している まあまあ満足している ふつう やや不満である 不満である 無回答

上　段：人数（人）
下　段：割合（％）
網掛け：各項目の第1位

合計 満足して
いる

まあまあ
満足して
いる

ふつう やや不満
である

不満であ
る

無回答

1245 41 301 430 278 124 71

100.0 3.3 24.2 34.5 22.3 10.0 5.7

57 6 10 28 6 5 2

100.0 10.5 17.5 49.1 10.5 8.8 3.5

104 1 34 37 20 7 5

100.0 1.0 32.7 35.6 19.2 6.7 4.8

136 7 47 35 31 11 5

100.0 5.1 34.6 25.7 22.8 8.1 3.7

122 2 33 38 30 11 8

100.0 1.6 27.0 31.1 24.6 9.0 6.6

179 5 28 53 57 23 13

100.0 2.8 15.6 29.6 31.8 12.8 7.3

153 8 42 55 29 12 7

100.0 5.2 27.5 35.9 19.0 7.8 4.6

494 12 107 184 105 55 31

100.0 2.4 21.7 37.2 21.3 11.1 6.3

独身期

家族形成期

家族成長前期

家族成長後期

家族成熟期

高齢期

その他

全体

満足派 不満派 
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問 市の行政について、「満足している公共サービス」あるいは「今後、充実すべきだと思う公共サー

ビス」はそれぞれ何ですか。 

【満足しているサービス】 

○ 満足しているサービスは、「ごみの分別収集、ごみの減量化やリサイクル」51.6 が最も多く、次い

で「良質な水の安定供給」45.1%、市民の健康づくりへの支援」33.4%と続く。 

 n=1245 
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11.3 
10.7 
10.6 
10.5 
10.0 
9.7 
9.4 
8.0 
7.1 

20.9 

0% 20% 40% 60%

ごみの分別収集、ごみの減量化やリサイクル
良質な水の安定供給

市民の健康づくりへの支援
病院、かかりつけ医による医療

広報紙・無線放送・インターネットなどでの市政情報の発信
農業産品のおいしさ、安全性

救急や休日の医療
生涯学習センター・公民館を拠点とする生涯学習活動

火災に対する予防や消防体制
地域のコミュニティ活動

芸術文化の活動や図書館の整備
交通安全指導、標識など交通安全対策

子育てへの支援
行政窓口の利便性

緑の保全、まちの景観
住宅、住環境

小・中学校の教育
環境汚染や騒音などへの対策

パトロール、防犯灯など防犯対策
幼稚園・保育園による保育サービス

高齢者への支援
スポーツ教室やスポーツ施設の整備

オレオレ詐欺や訪問販売などに関する消費生活相談
合併浄化槽の普及、下水道施設の整備

公園の整備
男女共同参画社会の推進

地域で支え合う環境（福祉ボランティアなど）
省エネルギー、地球温暖化防止の取り組み

障がい者への支援
災害時の避難支援対策

国際交流、外国人が住みやすい地域づくり
市政への市民参加、市民の声の反映

幹線道路や生活道路の整備
企業誘致

地場産業、地域産業の振興
バス路線や便数

ひとり親や経済的に困っている人への支援
鉄道の列車本数、駅舎の使いやすさ

観光に関する情報、イベント、拠点整備
働く機会の確保

日用品、食料品など生活関連サービスの利便性、商店街の活気
市街地の整備
駅周辺の整備

無回答
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【充実すべきサービス】 

○ 充実すべきサービスは、「バス路線や便数」54.6%が最も多く、次いで「駅周辺の整備」53.9%、「鉄

道の列車本数、駅舎の使いやすさ」52.7%と続く。 

 n=1245 

 

 

 

 

 

54.6 
53.9 
52.7 
52.1 

47.4 
45.0 
43.5 
42.5 
42.4 

40.6 
39.4 
38.0 
37.9 
36.9 
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34.1 
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30.8 
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28.2 
28.0 
27.6 
27.2 

25.5 
24.9 
24.7 
23.5 
23.2 
22.1 
21.2 
19.9 
19.6 
19.5 
18.9 
18.5 

16.7 
13.7 

4.8 

0% 20% 40% 60%

バス路線や便数

駅周辺の整備

鉄道の列車本数、駅舎の使いやすさ

日用品、食料品など生活関連サービスの利便性、商店街の活気

災害時の避難支援対策

幹線道路や生活道路の整備

市街地の整備

企業誘致

観光に関する情報、イベント、拠点整備

働く機会の確保

高齢者への支援

公園の整備

スポーツ教室やスポーツ施設の整備

地場産業、地域産業の振興

パトロール、防犯灯など防犯対策

ひとり親や経済的に困っている人への支援

合併浄化槽の普及、下水道施設の整備

市政への市民参加、市民の声の反映

省エネルギー、地球温暖化防止の取り組み

救急や休日の医療

障がい者への支援

子育てへの支援

行政窓口の利便性

地域で支え合う環境（福祉ボランティアなど）

芸術文化の活動や図書館の整備

病院、かかりつけ医による医療

幼稚園・保育園による保育サービス

緑の保全、まちの景観

交通安全指導、標識など交通安全対策

小・中学校の教育

環境汚染や騒音などへの対策

国際交流、外国人が住みやすい地域づくり

オレオレ詐欺や訪問販売などに関する消費生活相談

市民の健康づくりへの支援

住宅、住環境

男女共同参画社会の推進

生涯学習センター・公民館を拠点とする生涯学習活動

地域のコミュニティ活動

農業産品のおいしさ、安全性

広報紙・無線放送・インターネットなどでの市政情報の発信

火災に対する予防や消防体制

ごみの分別収集、ごみの減量化やリサイクル

良質な水の安定供給

無回答
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裾野市での暮らしについて 

問 あなたが裾野市で暮らしている最も大きな理由はなんですか 

○ 裾野市で暮らしている最も大きな理由は、「出身地だから・親がいるから」38.1％が最も多く、次

いで「自然や環境が良いから」22.1％、「仕事があるから」21.6％、「職場に近いから」20.3％と続

く。 

 
 

問 あなたは、これからも裾野市に住みつづけたいと思いますか。 

○ これからも裾野市に住み続けたいかは、「どちらかといえば住みつづけたい」40.4％が最も多く、

次いで「ずっと住みつづけたい」37.7％、「いずれかは他の地域に転出したい」14.5％と続く。 

 

 

前問で「3～4（転出希望）」に○をつけた方の主な理由は何ですか。 

○ 転出したい理由は「バスや鉄道などの公共交通が不便なため」38.4％が最も多く、次いで「買い物

が不便なため」29.9％、「出身地に帰って親と暮らすため」21.3％と続く。 

38.1 

22.1 

21.6 

20.3 

14.6 

10.7 

6.3 

4.9 

2.6 

1.9 

9.1 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40%

出身地だから・親がいるから

自然や環境が良いから

仕事があるから

職場に近いから

結婚を機に転入したから

災害がないから・少ないから

生活に便利だから

夫（妻）が転勤してきたから

子どもの教育に良いから

離職したから

その他

無回答

ｎ=1245

37.7 40.4 14.5

3.8

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと住みつづけたい

どちらかといえば住みつづけたい

いずれは他の地域に転出したい

他の地域に転出したい

無回答

ｎ=1245
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注：指定数以上の回答をした票を除いて集計 

 

 

問 市の人口増加に向けて重要な取り組みは何だと思いますか。 

○ 市の人口増加に向けて重要だと思う取り組みは、「働く場の確保」42.0％が最も多く、次いで「子

どもを産み、育てやすい環境」35.0％、「バス・鉄道の便、買い物のしやすさ」24.1％と続く。 

38.4 

29.9 

21.3 

15.6 

14.7 

13.7 

6.2 

6.2 

5.7 

4.7 

4.3 

3.3 

2.8 

2.8 

2.4 

1.4 

0.5 

0.5 

17.1 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40%

バスや鉄道などの公共交通が不便なため

買い物が不便なため

出身地に帰って親と暮らすため

自分や家族の仕事（就職、転職、転勤）のため

人間関係や地域のつきあいがわずらわしいため

自然災害（土砂災害、火山災害、震災など）の

不安があるため

病床のある医療施設が充実しているところに住むため

高齢者福祉施設に通所しやすいところに住むため

老後生活がひとり暮らしとなるため、高齢者福祉施設などに入所するため

子育てが終わったため

子どもが小・中・高等学校・専門学校・大学等に進学するため

家が手狭になったため

離職のため

結婚のため

職場の近くに住みたいため

妊婦中期から出産数日後までの医療体制や

小児医療対策が充実しているところに住むため

子どもが生まれるため

自分自身が高等学校・専門学校・大学等に進学するため

その他

無回答

ｎ=211
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注：指定数以上の回答をした票を除いて集計 

※ Ｕターンは地方から都会に移住し、生まれ故郷の地方に戻ること。Ｉターンは生まれ故郷とは別の地方へ移住するこ

と。Ｊターンは地方から都会に移住し、生まれ故郷に近い地方に戻ること。 

 

家族の希望モデル実現に向けて 

昨年度、市が実施した調査では、市民の皆さんが希望する子どもの人数の平均は、2.55 人でした。そこ

で、父･母･子ども 3 人の構成を「家族の希望モデル」と仮定し、その実現に向けた質問をしました。 

 

問 「家族の希望モデル（お父さん、お母さん、子ども 3人）」を実現する場合、宅地（敷地）の広さ

はどのくらいを希望しますか。 

○ 「家族の希望モデル」の実現のために、希望する必要な宅地の広さは、「60～70 坪」34.6％が最も

多く、次いで「70～80 坪」27.4％、「80～100 坪」16.9％と続く。 

 

42.0 

35.0 

24.1 

21.9 

15.4 

14.6 

10.7 

6.6 

3.7 

3.4 

2.1 

1.2 

1.1 

0.4 

2.1 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

働く場の確保

子どもを産み、育てやすい環境

バス・鉄道の便、買い物のしやすさ

安心・安全な環境（医療、福祉、防災、防犯など）

若い夫婦が結婚生活を送るための住宅や経済的な支援

住む場所（住宅・宅地）の確保

若い男女が出会う機会の増加

子どもの教育環境

UIJターン※や転入してくる人への支援

市民と行政の協働による地域活性化

転入促進に向けた情報発信

転入者交流支援体制（移住コーディネーター等）の整備

転入後の暮らしに必要な情報発信、交流

転入相談・体験機会の創出

その他

無回答

ｎ=1107

12.4 

34.6 

27.4 

16.9 

4.3 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40%

60坪未満

60～70坪

70～80坪

80～100坪

100坪以上

無回答

ｎ=445
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問 「家族の希望モデル（お父さん、お母さん、子ども 3人）」を実現する場合、住居の広さはどのく

らいを希望しますか。 

○ 「家族の希望モデル」の実現のために、希望する住居の広さは、「4LDK」54.2％が最も多く、次い

で「5LDK 以上」22.0％、「3LDK」20.4％と続く。 

 

 

問 「家族の希望モデル（お父さん、お母さん、子ども 3人）」を実現する場合、経済的に負担を感じ

ることは何ですか（何だと思いますか）。 

○ 「家族の希望モデル」を実現する場合、経済的に負担を感じると思うことは、「住宅ローン」

63.0％が最も多く、次いで「学費・授業料」50.7％、「塾、習い事にかかる費用」28.8％、「家賃」

25.7％と続く。 

 

注：指定数以上の回答をした票を除いて集計 

 

問 「家族の希望モデル（お父さん、お母さん、子ども 3人）」を実現するために何が必要だと思いま

すか。 

○ 「家族の希望モデル」の実現のために必要だと思うことは、「出産、子育て支援の充実」43.1％、

「住宅の購入や建て替えへの支援」31.3％、「育児や介護中も働きやすい職場づくり」28.7％と続

く。 

0.9

20.4 54.2 22.0 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2LDK 3LDK 4LDK 5LDK以上 無回答

ｎ=445

63.0 

50.7 

28.8 

25.7 

9.9 

6.1 

3.3 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

住宅ローン

学費・授業料

塾、習い事にかかる費用

家賃

保育料

医療費

その他

無回答

ｎ=424
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注：指定数以上の回答をした票を除いて集計 

 

 調査結果について 

○ 今回調査では、次の項目についても調査を実施しています。 

≪健康管理について／住宅用火災警報器の設置について／スマートフォン（スマホ）を活用した新

しいサービスについて／子育て環境について≫ 

これら内容を含めた調査報告書は、12月ごろ公表予定です。 

○ 調査結果は、市役所 3階企画政策課、1階情報公開コーナー、各市所、鈴木図書館、市公式ウェブサ

イトで閲覧できます。 

○ 今回の調査では、定住や子育て環境に関する意識をお聞きしました。市では、調査結果などを踏ま

え、「裾野市人口ビジョン」「裾野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を決定しました。また、各種

施策の推進に役立てていきます。 

（参考） 

 市公式ウェブサイト「統計情報」 

  http://www.city.susono.shizuoka.jp/ma/si/ 

 市公式ウェブサイト「裾野市まち・ひと・しごと創生の取組み」 

  http://www.city.susono.shizuoka.jp/ma/creation/ 

 

 

本件のお問い合わせ 

裾野市企画部企画政策課 市役所 3階 電話：055-995-1804 Fax：055-995-1861 

電子メール：kikaku@city.susono.shizuoka.jp 

43.1 

31.3 

28.7 

20.9 

12.8 

11.4 

9.5 

7.8 

7.8 

7.1 
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出産、子育て支援の充実

住宅の購入や建て替えへの支援

育児や介護中も働きやすい職場づくり

出産後・子育て後の女性の再就職支援

教育の充実

育児休業中の給与保障

育児休業取得後の職場復帰の保障

不妊治療への支援

小児医療体制の充実

夫の育児への協力を呼びかける運動の実施

その他

無回答
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